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1研 究 主 題

一人一人の思 いを生か し
,多 様な表現を引き出す題材 の工夫 と教師の働 きか け

1研 究主 題設 定の理 由

今,私 たちを取 り巻 く社会は,多 様な情報,多 種の製品が溢れている。また,日 本 は高学

歴社会 といわれ,知 識や技能 に偏 った教育が進め られてきた と指摘 されている。そのために,

知的水準の高 さとともに受動 的な子供や,無 気力 ・無関心な子供,個 性の乏 しい子供を生み

出 して きたのではないかと考え られて いる。

本格的な高齢化社会,国 際化社会を迎え,生 涯学習時代を生 き抜 く子供たちに とって必要

なのは,主 体的に生 きよ うとす る意欲な どを 含めた,生 きて働 く能 力である。そ こで,子 供

たちが 自ら学ぶ意欲 と,社 会の変化に主体的に対応で きる能力や,思 考力,想 像力,表 現力

な どの能動的な能 力を育て る学校教育の在 り方が問われている。 このように,学 校教育の質

的転換が求 め られてい ることか ら,表 現活動を中心 と した図画工作科 に期待 されてい るもの

は,き わめて大 きい。

本来,子 供たちは,一 人一人 多様でそれぞれによさがあ り,内 面 に秘めて いる子供 に しか

ない感性(価 値あ るもの)が ある。それは,発 見の喜びや新 しい ものへの興味(刺 激に対す る

敏感 さ),伝 えたいという欲求(表 現欲求),想 像の幅 などであり,子 供たちは,我 々大人よ

り遥かに新鮮な感覚を もっているのではないだろうか。 しか しなが ら,こ のよ うな子供の豊

かな感性 は,既 成の概念や画一化 された表現方法な どにとらわれ,表 現活動の中で 自由に生

か されていないのではないかと思われ る。そ こで私たちは,子 供たちが本来 もっている感性

で,自 らの表現欲求を発見 し,体 験的な活動の中で思考を深 あ選択す る能 力を高め,豊 かな

自己実現 を果たすよ うな支援を したいと考えた。本研究では,社 会の変化に主体的に対応 し

てい く子供を育成する立場か ら,図 画工作科 として次のよ うなことを重視す ることに した。

(1)多 様 な感覚を働かせ,事 物の美 しさなどを敏感にとらえることので きる感性や,自 分な

りの思 いで構想すること

(2)自 らの体験を基に,自 らの 目的に向か って工夫す る力

(3)自 分 なりに見出 した価値あ るものを認め合 う心

以上の ような観点か ら,本 研究で は,子 供の内発的な欲求か ら生 まれ る一人一人の思いを

生か し,多 様 な表現活動へ と展開で きるような題材の工夫と教師の働 きかけを模索す ること

に し,上 記研究主題を設定 した。
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2研 究 の概要

子供は本来,自 分な りの思 いや願 いを もち,よ りよ く表現 したいとい う意欲を もって いる。

それ は,授 業の中で時 としてすば らしいひ らめ きのある発想 と して発揮 され るが,い つ もそ

のよ うに表 出され るとは限 らない。 中には自分の思いや願いに気付かず にいたり,ひ らめい

て も表現 として構成で きな いままに過 ぎて しまったりす る子供 も多い。そ こで,主 体的な活

動を行 うためには視覚 ・聴覚や触覚などの感覚を十分に働かせて,一 人一人の思いを表出で

きる造形活動の展開が大切 にな って くる。 このよ うな活動の中で子供は 「表現 したい」意欲

を もち,「 表現で きそ う」と見通 しをたて,「 表現す る」 ことがで き,「 表現で きた」と満足

感を味わ うことができるよ うになると考えた。

それで は,主 題 として掲 げている中で,多 様な表現 とはどの ようにとらえた らよいのだろ

うか。子供は一人一人の顔が皆異なるよ うに,そ れぞれの好みや見方,感 じ方などが違 い自

分 なりの思いを もって いる。 自分な りの思 いを もっ ことが個性のめばえであ り,個 性 にねざ

した造形活動を行 う中でそれぞれの子供に多様な表現を可能 とす る。 このよ うな多様な個性

が生か された造形活動 の中で子供は一人一 人が様 々な試みや発見を し,表 現す る楽 しさを味

わ うであろ う。つ まり,一 人一人の思 いを表現活動に生かすには,子 供の多様 な表現を引 き

出す題材の設定や支援 の工夫が重要であ ると考えた。

そ こで,研 究テーマに迫 り多様な表現を引 き出す手だて として

① 子供の もっ感性を大切に し多様 な活動を引 き出す工夫

② 個に応 じた多様な造形活動 に対応す る支援の工夫

が大切であ ると考えた。

また,多 様 な表現を引 き出すには,子 供の もっ よさ ・個性の表れであ る創造的活動を促進

す るための教師の働 きかけが大切である。第一に教師が子供一人一人の感性のすば らしさを

感 じ取 り,子 供に気付かせ るための支援であり,第 二には子供の多様 な感覚に働 きか け,全

身を使 った体験的活動 を通 して表現 し,自 己表現で きるよ うに人間関係や物 的環境を整え る

ことであ る。 この ことにより,子 供が安心 して試 しなが らっ くることなどが表出の雰囲気が

授業の中にで き,多 様な表現を引き出す ことがで きると考えた。

以上,本 研究 は授業改善のために二っの分科会,A分 科会 「多様な表現を引 き出す ための

題材設定の工夫」 ・B分 科会 「多様な表現を引き出す支援 の工夫」を設定 した。 それぞれの

分科会が仮説を もって研究 を進める中に も相互の関連を図 り,多 様 な表現を引 き出す指導の

工夫につ いての課題の解決 をめ ざした。
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II研 究 の 内 容

1研 究 の 内容

研究課題の解決 を図 るため,A・B両 分科会ではそれぞれが テーマを もち,下 記の ような

内容で研究を進めて きた。

A分 科会 多様な表現を引き出すたあの題材設定の工夫

子供た ちの感覚 は,大 人のよ うに概念化 された ものでな く,直 感的であり,も のや空間に

敏感に反応す る。 さらに,子 供たちは,普 遍的な感性 とそれぞれの経験の積み重ね とか ら言

葉 にできない渾沌 とした世 界を内面に潜在 させて いる。子供た ちの内に潜む表現欲求 を,物

と関わることにより刺激 し,感 覚を響かせ,技 術中心の概念的な再構成でない,本 来の表現

・造形活動 として発揮す ることが重要 と考 える。その ために,「 子供の感性 を大切 にす るこ

と」「素材の工夫」「子供の活動の自由性 の尊重 」など,題 材の工夫を柱に考えてみた。

物には物の強 い個性があ り,そ の物質の材質感 などの特性 との直接的なかかわ りが,子 供

の感性(多 様な感覚)を 刺激 し,フ レッシュな イメー ジの発生を導 く。そ して,そ の物質的

な世界を,イ メージの変容,表 現 ・造形活動 と して広げてい くのである。 このよ うな,子 供

の感性 と素材のかかわ りと,子 供の創造的な自由な活動 との結 び付 き ・バ ランスが重要であ

り,そ の結 び付 きの場を子供たちに保障 して い く役割を我 々教師 は担 っている。そのために,

わた したち教師 自身 も感性を磨 き,題 材の工夫を し,子 供た ちに提案 して いきた い。

B分 科会 多様な表現を引き出す支援の工夫

子供の造形表現の過程での教師の働きかけが工夫 されれば,子 供 らしいひらめ きや新 しい

発想,想 像の世界のひろが りとい った創造的で より多様な表現が構想 されるであろう。子供

の造形活動を主体的 にするために,子 供が安心 して造形を試 しなが らつ くることな どがで き

る雰囲気をつ くりだす ことが重要であると考えた。

そこで,具 体的手だて として3っ の視点か ら研究を進めることとした。① 「時 」について

の支援の工夫であ る。 この中で造形活動時間の個人差への対応を考えた。弾力的 な計画を工

夫す ることで子供の思 いをあたためることがで きるであろう。② 「場」にっ いての支援の工

夫であ る。展示や掲示,材 料 ・用具 ・活動場所等の設定を工夫す ると子供が発見や試みを し

た くな るであろ う。③ 「人 との豊かなかかわ りあいを育て る」工夫であ る。教師か らの共感

的 ・受容的 な言葉がけ,友 達同士の認め合いなどか ら,子 供は 自信を もつ ことがで き自己実

現を図 って い くであろ う。以上のよ うな視点か ら子供の主体的な造形活動を授業の中心に置

き,多 様 な表現を引 き出す支援の工夫を追究することを研究の中心 とした。
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2研 究全体構想図

研究主題

一人一人の思いを生か し,多 様な表現を引 き出す題材の工夫 と教師の働きかけ

子 供 の 実 態 一

豊かな感性や多様な個性をもっている

表現欲求が強 く造形への関心が高い

思考,価 値観などの画一化

受動的姿勢

情報選択力の低下

実体験や創造的活動の場の不足

「一 育て たい子供の姿

「表現 したい」を見っ ける子

「表現で きそ う」 と高 まる子

[「 表現す る」を決断す る子i
r表現で きた」と感 じとる子

L_.

A分 科会 テーマ

多様な表現 を引 き出すための題材設定の工

夫

B分 科会 テーマ

多様 な表現を引 き出す支援の工夫

仮 設 ・手だて

子供の感性を刺激す るような題材を提案す

ることにより多様な創造的造形活動がで き

るであろ う。

・内面への刺激 により感性を引き出す題材

の工夫

・多様な表現に結 びっ き,そ れ に対応で き

る素材 と提案 の工夫

・感性を生か し,多 様な造形活動ので きる

題材の工夫

・多様な表現活動 に対す る自由性の尊重

仮 説 ・手だて

安心 して試 しなが らっ くることなどがで きる

表出の雰囲気 をっ くり出 し,子 供が感性 を働

かせて活動すると,感 動や興味がわ き多様な

表現活動 を行 うであろ う。

・子供の 多様な活動に対応で きる弾 力的な時

間設定の工夫

・子供が 自由に活動で きる場の工夫

・安心 して試 しなが らつ くることなどができ

る雰囲 気や人 とのかかわ りあいを豊かにす

る工夫

主体的な造形活動による創造性に根 ざ した自己実現

自らのよ さに気付 き,環 境 と豊かに関わ り,自 らを育んで いける子

自他の違いに気付 き,認 め合いなが ら自己を高めたり深 めた りで きる子

r



皿 分科会の取 り組みと実践事例

1A分 科会 多様な表現を引き出すための題材設定の工夫

(1)具 体的手だて

図画工作の授業の中で,子 供たちが個性に満 ちた多様な表現を生み出そ うと した時,何

が その授業を支え るもの となるのであろうか。A分 科会ではそれを,題 材 とのかかわ りか

ら,一 人一人の子供が独自の イメージを造形 と してっか まえていける活動が十分で きるよ

うに してい くこととと らえた。具体的な手だてと して

・子供が直接 「もの」とかかわ り,「 多様な感覚」を働 かせ,自 分 自身の感性 に響 いて く

るものを十分 に味わいなが ら表現活動ができる素材や材料 を考えることが大切である。

・授業における教師の提案その ものが,自 分な りの表現を創造 してい く上で大 きな影響が

あ るので,「 素材 との出合わせ方」が同時 に大切である。

・子供 たちの活動 は,「 お もしろそ うだ」(興 味関心),「 や ってみ たい」(意 欲),iこ うや

ろ う」(構 想)と 活動の中か らイメージがは っきり し,表 現の手法や手段が決め られて

い くのであることか ら,自 由な活動が十分で きるよ うに してい くことが大切であると考

えた。

この様な子供 たちの活動の流れを,教 師の意図によ って規制 してい くことは,子 供 自身

の思いや願いが失われ,形 だけの活動や表現 となって しまうので はないだろ うか。

一 テーマにせ まるための三っの柱一

広が るイメー ジ,新 しい自分の発見、表

現への意欲

教師の働 きかけ

・感性を大切にす る

題材と子供のかかわり

・素材 と提案を工夫する

・活動の 自由性を尊重する

・身体 感 覚

・直感 と発想

・興 味 ・関心

・意 欲

・夢 ・願 い

・喜 び

・構想

・用 具

・技 法

劃

・もの とかかわ る時に,多 様な感覚を働

かせ ることによ り様 々な刺激 を受 ける。

それが表現意欲 と響 き合 い,イ メー ジ

を広げ る。

・ものに体で直接触れその触感などか ら

発想 し新た な形 を生み出 し,作 り出す。

・題材名か らの イメージを広げ る。

・言葉に よる興味や関心を もつ。

・子供の生 きて いるエネルギーの開放,

自発的,個 性的表現の発展,可 能性へ

の探 究 ・i

L氾 セ 並 ニシ・ンと創 塑 認め合い」
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(2)子 供の多様性を引き出す提案の工夫(子 供の多様な活動の実態の記録)

① 物(材 料等)と のかかわりにおける感性(身 体感覚と内面的部分)を 刺激する工夫

教師の お好み焼 きの 黄ボール紙の上 絵の具 と筆 で自由 に表現 しよう

提案 もとを練 ろう に広げてみ よう (ね ん ど の 上 に,ま わ り に,黄 ボ ー ル 紙 に,… … … 等)

子 液状紙粘土 薄 く広 げる ドロ ドロの質感 一 樹液 と虫,動 物 の競争

供
を こねる 山にする 偶 然 で き た 痕 跡 う さ ぎ,パ ン ダ,ミ ッキ ー,

毛糸を きざむ 何かの形 にす る 毛 糸 の 痕 跡 → ぞ う,く ま,ね こ,お ば け,
の

まぜる か きまぜる グ ル グ ル か き コ ア ラ,島,木,虫,ゴ ジ ラ,

活
こ ね る 毛糸を寄せ る 混 ぜ る 動 作 一 牛,花,家,亀,UFO,

動 塊を数個つ くる 野 原 に う さ ぎ や ね こ,虹,森,

② 多様な表現要素や広い選択の幅をもたせる工夫

主 題 表現内容 素材 ・用 具 技 法 ・方 法
仕上げの
決 定

コ ミ ニ ュ

ケ ー シ ョ ン

教
師
の
提
案

覗いてみた

い穴

穴の外側と空間と

内側

私の秘密

絵 の 具,パ ス テ ル,

カ ラ ー ペ ン

ミラ ー,画 用 紙,

カ ラ ー ワ イ ヤ ー

ダ ンボ ー ルを 立 て る

目隠 しで ミラ ーに 描 く

内側と外側

の調和

言葉のイメー

ジ遊び

咳きを聞 く

個を取り上げ

て紹介する

子

供
の

活

動

壁 の 穴

時 間 の 穴

口の 穴

鼻 の 穴

お なか の 穴

ブ ラ ッ ク

ホ ー ル

ねこねこワール ド

大人の自分と子供

の頃

時間と空間の世界

過去と現在

現実と夢

ビー ズ,セ ロハ ン,

ビー 玉

写 真,綿,貝 殻,

糸

雑 誌 の切 抜 き

プ ラ スチ ッ ク容 器,

その 他

ぼか し,滲 み 、重 色 、

点 描 、

ス ポ ン ジで,

指 で,描 く

試 し紙 を 使 う

接 着 の 工 夫

ダ ンボ ール の 形

ミラ ーの 写 し方 の工 夫

接着方法の

工夫

付け足す,

修正する

穴をあける,

描き足す

切り取る

情報交換

材料交換

技法,

方法の交換

③ 素材 との出会いか ら,自 由な活動に広が りや,深 まりを もたせる工夫

教師の提案
教室内の空間に,チ ューブを吊 した り

つなげた り して お く(環 境)
題 材 名 「た め して チ ュ ー ブ,変 身 い ろ い ろ1

発想(出 会いか ら)

何かをつ くりたい ]匠
こんな ことを してみたい

鞠 感じる

それぞれの場面での子供の選択

活 動

一 ブに … ・

る,は る,描

く,穴 を あ け る,

通 す,ま く,蓋 を

す る等

「 「

」瞳_刻 陽

チ ュ ー ブを … …

切 る,つ な げ る,

材 料

ミ線,ビ ー ズ,

ク リ ップ,ね じ,油

粘 土,水,セ ロフ ァ

ン,シ ール,ア ル ミ

ホ イル,亀 甲網,

防 虫 網,フ ェル トペ

ン,カ ラ ー スプ レー,

ビニ ル テ ープ,

分で 考 え た そ の他

もの

用 具

陽=霧
き り,ペ ンチ

電 動 糸 の こ,

接 着 剤,

ホ ッチキ ス

臼

仕上げの感想

匝か ら考えていた ものが

できた。

つ くって い る うち に 、途 中

か ら思 い つい て つ く った。

思 って もい な い もの が,で

きたが,お も しろ い もの に

な った。
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実 践 事 例

① 題材 名 「こね こね ・ ドロ ドロ」3学 年(A分 科会)

1.題 材設定の理由

子供 はそれぞれ異な った環境の中で様 々な体験 を し,豊 かな感情を育 くん でいる。 また,

その中で培 った能 力を発揮 して自分の思いや願いを表現 した りす る存在である。 このよう

な子供 たち一人一人 に潜在す る表現 欲求を刺激 し内面か らの イメー ジの発生 を導 くたあ に

感性(多 様な感覚)と 物質 との直接的なかかわ り合いを工夫 し探 ってみたい。そのために

題材の子供への提案に際 して は,創 造的な自由な雰囲気 に心がけて子供が主体的に造形活

動 に取 り組むよ うに した。 今回の授業では,子 供の感覚の中で も特に触覚 を中心 に考えた。

言語や視覚だけか ら伝わ る感覚 ・知覚 ・認識などは、表面的であ ったり限 られた ものにな

りがちであ る。言語や視覚だけで は表現不可能 なことや無意識の内にある ものに対 しては,

触覚を中心 に した子供の身体全体の感覚を刺激す ることで表現欲求を喚起 し,イ メー ジを

ふ くらませ表現活動 を広 げ深めて いきたい。 また,教 師か らの材料の提供や題材名の提案

などを子供の表現 欲求へ の抵抗感 と して考えた。子供がその抵抗感を乗 り越えなが ら造形

活動 をす る中で こそ創造的な活動の 自由を得 ることがで き,物 とのかかわ りにおいて感性

を発揮 して楽 しさを味わ うことがで きると考えた。液状紙粘土をこねる感触,毛 糸を切 り

きざむ操作や感触,毛 糸 と液状紙粘土を こね る ・まぜ るなどの操作,紙 の上に器か ら流 し

こぼす操作,ス プーンで広げる操作と感触 などを大切に して,素 材の量感 ・質感などの感

触 を重視 して関わ らせ ることを通 して子供の イメージを引 き出 してい くことを目指す。そ

して,子 供がいかに 自分の見方や表現の仕方を高めてい くかを見守 りたい。

2.題 材のね らい

・素材 と十分にかかわり、物の特性に触れ,そ のよ さを体感す る。

・素材か ら受 ける量感や質感 などを,触 覚を中心 とす る多様 な感覚で味わ い発想 した り,

造形 した りす ることを楽 しむ。

3.学 習の流れ(3時 間)

(第 一次)① 給食の古い容器に液状紙粘土を入れ,そ の中に毛糸をはさみで切 りきざみなが

ら入れ割箸で こね,混 ぜる。(「お好み焼 きの もとをつ くりま しょう」)

②毛 糸の色 ・長 さ ・太 さを選 び,工 夫 しなが ら思 い思 いに混ぜ る。(粘 土 と毛 糸

を好みのかたさ,柔 らかさに こね る。)

(第二次)① 容器の液状紙粘土 ・毛糸を黄 ボール紙の上 に流 し,ス プーンで広げ割箸で混ぜ る。
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②液状紙粘土を紙い っぱいに広げ る。い くつかのかたま りをつ くる。丸 くす る。

毛糸を寄せた り,広 げた りし,お 好み焼 きを焼 く感覚で,各 自思い思 いに液状

紙粘土 と毛糸 と十分にたわむれて,そ の感触をた っぷ り体感す る。

(第 三次)① 粘土を広 げた時 にで きる痕跡,質 感,毛 糸の痕跡,混 ぜ る動作 などか ら,多 様

な感覚を働かせて イメージを広げ,絵 の具を使 って 自由に表現 してい く。

(液 状紙粘土を混ぜ る要領 で,絵 の具をまぜてい く。)

(黄 ボール紙の残 っている部分を絵の具でぬ ってみる。)

(動物,鬼,野 原等,絵 の具で描いて い く。)等

4.考 察

子供たちは,ド ロ ドロした粘土の質感を,毛 糸を こね ることで十分味わ っていた。そ し

て,粘 土を流 し,ス プー ンや割箸で広げる,の ばす という操作を とお して質感をよ り深 く

体感 していた。 「お好み焼 きを鉄板 に流す要領で」 とい う教 師の提案 に,薄 く広げ る子,

山のよ うに こん もり盛 り上 げる子,何 かの形 を表現 した子,小 さなかたまりを幾つ もっ くっ

た子,た だひたす らぐる ぐるか き混ぜ る子,と 様 々であった。 さ らに 「絵 の具を使 って自

由にや って みた ら。Jと の提案 に,絵 の具を色々と使 って多様 な表現を うみだ した。 それ

は,白 い画用紙の上 での絵の具の表現 とは全 く違 った表現であ った。 ドロ ドロとした質感

か ら発想 して主題に した子,偶 然にで きた粘土の痕跡か ら発想 して何かの形 に表現 した子,

毛糸の痕跡か ら草原 ・野原に し動物を描 き加えた子,ぐ る ぐるか き回 し続けその操作を楽

しんでいた子 と液状 の粘土の特色を生か し,多 様な感覚 を働かせて イメージし,自 由な表

現活動が展開 された。

次の授業で は,ス プー ンや割箸は使わず,手 で直接液状紙粘土 に触れて ドロ ドロこね,

絵の具で多様に表現することを子供たちに提案 してみた。同 じ液状紙粘土 と直接u手"で

関わ り感触 を楽 しんだ ことにより絵の具の表現に大 きな違 いが 見られ,子 供の感性を刺激

す る素材 との 自由なかかわ り方 を工夫す ることが大切であることを実感 した。
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② 題材名 「穴か ら広が る私 の幻 想」5学 年(A分 科会)

1.題 材設定 の理由

子供たちの思いを引 き出 し,多 様な表現活動を尊重 して い くためには,ま ず子供 たちが

意欲を喚起す るよ うな題材(新 鮮な,ま たは魅力あ る題材)の 工夫が大切である。次に,

子供 たちが 自分のイメー ジを表現 してい くための構想や方法,素 材などを 自ら選択で きる

よ うな,幅 を もった題材の設定が必要である。また,子 供が題材 と出会 う時に,そ れ まで

の素材経験や技法経験 などの既習体験が大 き くかかわ って くる ものであ り,子 供たちの経

験 を生か した題材を工夫することが大切であ る。そ して さらに,子 供が題材 との出会いか

ら自己実現を果 して い く過程 において,一 人一人の思 いやっぶや きを聞 き,温 か く見守 り,

支援 してい くよ うな教師の柔軟な姿勢 や,環 境づ くりが求 め られている。

今回の授業で は,前 回の題材で自己の イメージを抽象的な形や色で表現す ることを通 し

て,絵 の具の滲みやぼか し,ス ポ ンジの効果,パ ステルの重色効果な どの経験を させ,こ

の題材で は,「 覗 き穴 」を発想の きっかけと し,子 供の思 いや 自分で も気付かなか った感

性や,感 覚 などを引 き出 し,子 供が表現内容や方法 を選択 し,穴 か ら覗 いて ミラーに写 る

裏側の世界を自由に自分なりの思いで表現す ることを 目標 と して いる。

2.題 材のね らい

・課題(穴)か ら具体的な イメー ジを引 き出 し
,活 動す る。

・自他の表現の違いに気付 き,そ のよさを尊重 し認め合いなが ら,自 分 らしい表現を楽 し

む。

・素材の特性 を生か しなが ら,自 分のイ メー ジにあ った材料 や方法を吟味 し,活 動す る。

3.学 習の流れ(6時 間)右 ペ ージ参照

4,考 察

この題材で,子 供 たちは,ま ず穴 ということと覗 くとい うことに大変興味を もった。そ

して 自分 な りに主題 を決 め るの は初 めての経験 で あ ったが,表 現 して い く中で 自分 に

合 った技法 を見付 けたり,い ろいろな方法でや って い くうちに表現内容が明確にな って

い った りした。 この授業を通 して,子 供たちの発想や活動の幅広 さや,多 様 さを痛感 した。

そ して,子 供たちの既有の体験 と表現 は,大 き く関わ って いることが分 った。授業の中で

の素材体験や技法体験 などの場の設定や,コ ミニュケー ションを通 して,イ メー ジを膨 ら

ませ るたあの環境づ くりなどにっいては,今 後 の課題 と して考えたい。
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子 供 の 活 動 タ イ プ 記 号 教 師 の か か わ り 方 記 号

◎ ひらめきタイプ ◎ つみ上げタイプ

◎ 行き戻りタイプ

◎ っまづき乗 りこえタイプ

㊥見守る 轡頷く ㊧聞き届ける 魯認める ⑰促す

㊧共感する ⑳励ます 鯵褒める ㊧伝える

噛援助する ㊧助言する ⑭殺げかける ㊧説明する

子 供 の 活 動 教 師 の 働 き か け

思 い っ い た事 を 口 々に 話 す。(口の 穴,壁

の 穴)

穴 か らイ メー ジす る情 景 を ス ケ ッチ す る

◎ ◎

提 案1

覗 いて み た い穴 を想 像 して そ

の情 景 を 表 そ う

⑳ 認㊧ ⑱ 思い付きのよさに共感す

る

⑭ ㊧趨)イ メージが広がるような言

葉掛けをする一一一万 下

1蒙孫 驚 ◎@
点で表すθ ◎

ダンボールを切る

長方形◎ 半円形◎ ◎

三角形◎ 波型◎ 多数◎

ワイヤーでバネをつくる◎ ◎◎@

購 欝 二1嬬 ・直接
提案,並

ワイヤーをあむθ ◎

写真、シールを貼るθ◎

友達と見せ台い情報交換をする◎◎

ダンボールに情景を貼るθ

◎

b

「

～

勿
一隔

◎◎

@

く

摩

㊧ ㊧⑳ ㊧i自 分の表したい内容に

あった描材 ・技法 ・方法が選択でき

繋 学⊥雛 ∵ 瓢,
¶ 一 消せることを伝える

痛〆雪継 蹴
提 案4＼_∠_._

E一 そう

趣1⑱㊥思い付きのよさを認める

㊧㊥ ⑳ つぶやきを聞きながら子供

たちに寄り添う

陣
墜

提案5

情景と穴の秘密を

Aわ せて仕上げを決めよう

魯 失敗感をもった子供には,や り直

しが出来るように援助する

i㊧ ㊧)⑬⑫)憩}

作品のバランスを考えて一人一人

が佳上げの決定が出来るようにする

色画用紙等を貼る◎ 情景の周りに描き足

1観 一 も・ろ・雌
L『=二

作品鑑賞会をしよう

㊧⑳ ㊧㊧ ⑱ 自分の作品の完成に満

足しそれぞれの違いに気付き,そ の

よさを相互に感じ取れるようにする
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③ 題材名 「ため して チ ュー ブ 変身 いろ いろ 」4学 年(A分 科会)

1.題 材設定の理 由

自分なりの表現で楽 しく活動 しよ うとす る気持 ちは,全 ての子供が もっているものであ

る。 日頃の学習の中で,一 つのテーマ,あ るいは材料 を提示 した時に,そ れが幅のあ るも

のであればあるほど,子 供は視覚 的,感 覚的表現のみに こだわ らず,思 いのまま主体的に

表現活動をす ることが 多い。 また,そ のよ うな場面においては,お 互 いに友だ ちの活動や

作品につ いて素直によさを認め合 った り,教 師が気が付かないような細やかな発 見をする

こともある。

そ こで,学 習活動の中で,先 ず 自分な りの表現で生 き生 きとした活動が展開で きる場 を

っ くりたいと思 った。そ して,子 供が互いにそのよさを認め合いなが ら,個 々の表現の向
/

上を図れ るよ うな活動に したいど考えた。 自らイメー ジを もち造形的に具体化で きる素材

と出会 う提示の方法 を工夫す ることは,子 供一人一人の多様 な表現に直接 っながる もので

あ ると考えた.

チ ューブ(ビ ニルのホー ス)と いう素材 にっいては,固 定 された イメー ジを もちに くい

材料 として選んだ。子供の もっ イメー ジを更に広げ るため,チ ュー ブや網 等の素材を ダイ

ナ ミックな方法で提示す ることに した。 また,さ まざまな用具を 自由に使 えること,使 い

たい材料を思 いの ままに組み合わせ ること等によ って,子 供の もつ内面的な欲求が表現活

動 と してあ らわれ るであろ うと考 えて,こ の題材を設定 した。

2.題 材のね らい

① 素材か ら発 見 し,発 想す る。

② 形 を変化 させ る方法に気付 き,自 分なりの方法で活動す る。

③ 自他共に表現活動や作品のよさを認め合 う。

3.指 導計画

(第 一次)0素 材か らイメー ジし,何 を したいかを見っける。

〈素材提示の工 夫〉一 〈素材 に触れ る〉一 〈他に使えそ うな材料 を探す〉一

〈用具を選ぶ〉

(第 二次)O自 分な りの方法 を試 しなが ら造形活動をす る。

〈発想か ら方法や手段 を考える〉一 〈確 かめる,失 敗,試 行錯誤か ら方向をっ

かむ〉

(第 三次)0自 分の作品に題 名をっ け,工 夫 した点を発表 し合い鑑賞 し合 う、

〈充実感 ・満足感を味わ うトー 〈自他を認 あ合 う〉
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4.考 察

教室の入口に構える,吸 い込まれそ うな太いチューブ,天 井を はうチューブ,水 の流れ

るチ ューブ,細 くかわ いら しいチ ュー ブ,ハ ンモ ックのようにっ るされた網等の工 夫 され

た素材の提示に,子 供たちの期待感 はかなり高まっていた。 さらに,素 材 に直接触 れ,そ

の重 さややわ らか さ,量 感などを確かめたり,チ ューブの中を流れ る水が天井を伝わる様

子を眺めることで,一 人一人が思 いをは ぐくんでいた。導入の時の 「何 をっ くりますか?」

で はな く,「 何を してみたいですか?」 という問いかけで,子 供 たちは リラ ックス し,意

欲が急激に高 ま った。形の イメー ジがつかめた子 も,つ かめない子 も,「 こんな ことを し

て みたい」「こんな ものをっ くりたい」 と発想が さ らに広が った。。 また,無 意識 に持 ち

込んだ材料 と製作を進 めるための用具を活用 して,自 分のや ってみたい方法で素直に素材

に立 ち向 っている姿がみ られた。そこには,友 達を意識 した り,比 較す る様子 は全 くと言 っ

て よい程見 られなか った。

子供たちは,微 妙な透明感のあ るチューブの上に美 しく光 る材料を丹念 に並べて接着 し

て い く。太 いチューブに1('lll程の穴をあ けるため,20分 もきりとカ ッターで挑 戦す る。

チュー ブの中に入れた水を漏 らさぬよ うに試行錯誤の後,油 粘土でふたを した。 ひたす ら

チューブの内側に こだわ り,中 の世界を追求す る。 その ような行為の一っ一っが子供た ち

の感性を通 した体験 とな り,自 分な りの方法,自 分で選んだ方法 と して,心 の満足感を も

つ ことができた と考える。 また,そ れが表現への 自信 とな って活動 を支えていたので はな

いかと考える。

次時に続 きの授業を行 ったが,子 供たちは更に新 しい発見を し,様 々に形を変えて活動

は膨んで いった。 「何 を してみたいですか?」 とい う問 いかけか ら,子 供たちは,目 的に

そ って決め られた方法で造

懸 轍 冒 モ ノ

爵 一

肇

形 活 動 を 進 め るの で は な

い,広 が りのあ る活動が展

開された。 あ くまで も独 自

の世界を展開 してい く子供

たちの活動 に基づ いた,題

材を設定す ることの大切 さ

を改あて感 じた。
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(3)ま とめ

A分 科会では,・ 感性を大切にす ること。 ・素材 と提案の工夫 をす ること。 ・活動の 自

由性を尊重すること。 とい う三つの柱 を手だて と して,三 つの研究授業を実施 した。 そこ

で明 らかにな った ことを成果 と して,そ の成果 と課題を下記の表 にまとめた。

この研究授業 を実践す るにあた っては,教 師が子供の実態 にあわせて題材を設定 したり

提案をす るなどの工夫を した。授業の中で は,平 面的な表現や立体的な表現において も抽

象的な表現方法 をとった ものが多かった。 これは,子 供の感性を刺激 して素直な形で思 い

を表出 させ るのには,既 成の形の再現 に目を向けさせ るのではな く,感 情 を自由に表現す

ることを重視 したか らであ る,子 供たちは,素 材や題材名の提案 と同時に投げかけ られた

教師の言葉 とかかわ る過程で,感 性を発揮 しイメージを広げ,夢 中になった り不安 にな っ

たりしなが ら個性 に満ちた表現活動を展開 した。 そ して,自 分の思いを作品と して完成さ

せ るお もしろさを味わ うことがで きたと考 える。

題 材 名1 成 果 今 後 の 課 題

こね こね ドロ ドロ ・素材を多様な感覚で味わ い楽 し ・素 材 との か か わ りにお い

む中でその質感や痕跡,そ れに て,表 現を さらに発展 させ

関わ る操作によ り,表 現欲求が るためには,直 接手で触れ

刺激 され,造 形的 なイメージが させた り,全 身で関われる

広が り表現の内容 を深めること 大きさにす るなど工夫す る

が で きた。 必要があ る。

穴か ら広が る私の幻想 ・自分な りの主題や材料や表現方 ・体験ずみの材料や技法 につ

法の選択は自分の考えで行 い, いて は発想の広が りが 見ら

自分の思いを温めてい くことが れたが,初 めて出会 う素材

で きた。 また,個 々の主 題 を 自 や技法においては,っ まつ

分な りに広 げ発展 させてい く事 きが あ った。

が で きた 。

ため して チ ュー ブ ・教師の提案などの刺激に対 し敏 ・様々な材料や用具を使 う場

変身いろいろ 感に反応 した。試行錯誤 しなが 面では使い方や技法に とま

ら自分なりの表現の方法が認め どって いる子供がいた。教

られる事が自信となり活動に広 師の支援と子供の挑戦 した

が りが出て独自の世界 をっ くり い欲求のバラ ンスを図 る必

あ げた。 要 が あ る。

以上の ことか ら,A分 科会で上げている三っの柱 は,図 画工作教育の基本 とも言えるこ

とである。 この柱を重視 して,子 供の多様な表現を高 めることが大切であ ると考え る。
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2B分 科会 多様 な表 現 を引 き出す 支援 の工夫

(1)具 体的な手だて

B分 科会では,実 態調査に基づ き,子 供が表現活動の中で安心 して試みた り,一 人一人

の思いを表出す ることので きる雰囲気 をつ くり出す ことにより,子 供の多様な表現を引き出

せ ると考えた。そのたあに,次 の3点 について授業を通 して主題にせ まろ うと考えた。

① 子供 の多様 な活動に対応 できる弾 力的な時間設定の工夫

ア 具体的な イメー ジをっかみ構想 してい く段 階での時間設定

・感性 を刺激す る多様な素材 とのかかわ りがで きるよ うに,一 人一人 に対応 した時間

的な配慮をす ることによ り,子 供 は安心 して自分の内的欲求を表出で きる。

イ ー人一人が自由に活動 で きる時間の尊重

・子供が 自分の進め方で,試 行錯誤 しなが ら表現活動がで きるように,お お らかな時

間設定をする。

② 子供が 自由に活動で きる場の工夫

ア 想像 力をふ くらませ る場

・イメー ジが豊かにふ くらみ広が るように,ま た,子 供 によって は,表 現などの具体

的な手がか りを欄めるよ うに,教 室内外の環境 に配慮 し,展 示 ・掲示 ・資料 を整え る。

・で きあが った作品の展示 スペー スを用意 し,飾 り方など も作品 に応 じて工夫させ る。

イ 造形的な諸能 力を培 う場

・必要な時 に,必 要な用具を選 びやす く使いやすいように配置す る。

・材料の提供の仕方や机の配置な ども子供の実態や題材 にあわせて工夫す る。

ウ 活動場所への柔軟な対応

・題材に応 じて教室以外の場での活動 もとりいれ る。

③ 安心 して試 しなが らっ くることなどがで きる雰囲気や人 とのかかわ り合いを豊か にす る

工夫

ア 実態を把握す る働 きかけ

・子供の感 じ方や考え方 ・表現の傾向を確かあ,把 握す る。

・実態 に即 し,題 材の選択や授業の導入時にお ける教材の提示の方法を工夫す る。

イ 表現を深 める働 きかけ

・『題名変容 カー ド』な どによ り子供の思 いを理解 し,ま た,一 人一人の表現の深 ま

りやっ まづ きを把握 し,適 切な支援 をす る。

・製作の中で も,子 供の活動を取 り上げた り,子 供の言葉を生か して説明す る。

・子供の発想が広 まりや深まりを もっように,適 宜問いかけたり視点や ヒン トを与える。
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・活動の展開の状況に応 じて,適 切な資料や材料 ・用具を紹介す る。

・子供同士が協 力 し合え るよ うな活動の機会をっ くる。

・rT・T方 式』を取 り入れ ることにより,一 人一人 に対応 して,多 様な発想や活動

に対す る,よ り適切な支援をす ることがで きる。

ウ 表現を高める働 きかけ

・r鑑賞 カー ド』・rここが ステキ!カ ー ド』などにより,互 いの作品のよさを認 め合い

共感 し,さ らに自分の可能性 に気付 き,新 たな発想や構想 に生かす きっかけとす る。

(2)実 態調査について くいち1うの齢 ら生まれる・蝉 れる>5軍一轍 の倒

研究 を進 めて い く中で,「 ⑦

子供相互の豊かなかかわ り合い

が減 って きている。②用具を使

うことを好むが体験の場が少な

い。③流行を取 り入れ ることや

新素材に興味が強 く,手 や足を

動 か して 物 をっ くる ことを好

む。④ 自分のつ くりたい物がよ

く分 らない。他人の作品の よさ

も分 らない。皆 と合わせ ないと

不安 にな る。」以上の こ とが 問

題 とな った。そ こで教師がどの

よ うな手だてを取 った時,子 供

は一人一人表 したい思いに気付

㌧ くか
,イ メー ジをふ くらませて

い くのか,造 形活動過程での手

だてと子供の思 いの変容を調べ

た。子供は言葉 に表せない思い

や心の葛藤,気 持 ちの変化 も絵

や立体 に表 した り表現 したりす

ることで整理がで き自分の表 し

たいことが分 った りす る。 そこ

で活動終末時に作品を預かる時
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っけ る名札 に 〈つ くった ものの題名,つ くりたか った夢,気 持 ちを表す言葉〉《子供の 思

い》と,〈 困 ったこと,ど うしたか〉《手だて》を記入 させて調べ た。

以上の結果か ら,一 人一人の思 いを生か し多様な表現を引き出す ためには,Ω 材料 ・用

具が 自由に使え る場や資料提示,製 作 しやすい座席配置の工夫 ¢一人一人の表現の特性

に応 じて思いが広が り,イ メー ジが形成 される過程でのおお らかな心理的 ・時間的配慮

()子供相互の認め合い高あ合 うかかわ り合いを支え る教師の働 きかけが必要である ことが

分 った。 さらに,地 域の違 い,一 人一人の表現の特性,年 齢の差による特徴な どに応 じた

きめ細 かい観察 と対応が今後 ます ます重要である。

(3)実 践授業への問題提起(題 材名「叫んでみた ら」)

① 題材設定の理由

子供一人一人の思いを生か し主体的な学習 を進 める一っの手 だて と して,言 葉にな ら

ない思いや意志を引き出 し,そ れを図画工作の場で表現す るために六年生に漫画を制作

することをとりあげた。子供の発想の ヒン トと してポ ップアー トの表現方法を活用す る

ことによ り,少 しで も 「子供の側か らの表現 」が得 られれば と考えた。

② 授業の流れ

第一次一 リキテ ンスタイ ンの作品の コピーにセ リフを入れ る。第二 次一 ア イデア ス

ケ ッチ下絵 をか く。第三次一 スクリー ン トー ンを使用 して構成を工夫す る。彩色す る。

第四次一 「本音」「たて まえ」「ごまか し」等 の複数のセ リフを考え重ねてはる。第五次

一作品の鑑賞

③ 評 価

雑誌の漫画を写す ことを楽 しんで いる子供 もいたが,意 欲的に 自分か ら見通 しを もっ

て作 品を仕上 げてい く場面が多 く見 られ た。言葉 にな りに くいモヤモヤ した感情が作品

によ く表現で きてお り,ま た意欲的 に活動 し,友 達の作品に も関心 を もって接す る姿が

み られた。 スクリー ン トー ンの使用で構成を工夫す る手だてと したが,十 分 とはいえな

かった。

④ 感 想

初めに リキテ ンスタインの作品の コピーに無記名でセ リフを入れ ることで,感 情の表

出がなめ らかになった。また,そ の他のポ ップアー トの作品にふれ ることで,子 供 たち

は気負わないで表現の幅を広 げてい った と思われ る。漫画の もっ直接的な感情表現の方

法を もっと作品 に利用 して,子 供たちの表現を 日常感覚的な ものに して いけた らと考え

た。
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実 践 事 例

① 題材名 「ゆめ の スポ ン ジッ ク ・パー ク」4学 年(B分 科会)

1.題 材設定の理由

本題材 は,恐 竜が生息 していたジュラ紀時代を想像 して,不 思議で楽 しい世界をスポン

ジのスクラップを主な材料に使 ってつ くる題材である。公園の中 には動物園,乗 り物,博

物館や食堂等 さまざまな ものが考え られ る。子供たちの夢や願望を 「スポンジック ・パー

ク」にた くして豊か に表現す ることをね らい とした。事前 に実施 した子供た ちへのア ン

ケー ト結果によ るとスポ ンジは何かを洗 う物,ク ッシ ョンの中身等 と思 っている。 ここで

扱 うスポンジは製品を作 る過程で切 り落 したス クラ ップで,大 きさ ・形 ・硬 さ等 さまざま

である。切 る ・まるめ る ・接着す る等加工が容易なので,イ メー ジをふ くらませ,一 人一

人の造形感覚を生か し,夢 や願望を形 と して表現を楽 しむ ことがで きると考 えた。さらに,

っ くり出 した形をア ピールす るために子供 たちが身の回 りか ら集めた材料を付 け加え る等

の工夫 もで きると考えた。 スポ ンジは,子 供た ちの 日常生活で ごく身近な ものである。 こ

の素材を扱 うことによ って,身 の回 りにあるス クラ ップの ような物 も表現 の材料 として改

あて見直す きっかけになれば と考えた。

2.ね らい

スクラップスポ ンジを選んだり,組 み合わせた り,切 った り,ま るめた り,接 合 した り

して,自 分の思 いをふ くらませて表現す る喜びを味わ う。

3.主 な材料 ・用具

スクラップスポ ンジ,万 能ば さみ,ペ ンチ,き り,針 金,紙 類,紐 類,竹 ひご,接 着剤

顔料 インクペ ン,子 供 たちが付け加えたいと思 う物。

4.支 援の工夫

子供が思 いをふ くらませて表現す るには,ど うした らよいかを中心 に支援 を考えた。

⑲ ・素材を選択する
・素材に手を加えた後,題 材名を提案

することによる

試行錯誤 素材と触れ合う

㊧

友達の作品

への関心

自己実現

⑳
・教師の個 々に応 じた共感 と励 まし

・子供同士が一人一人の思いを理解 し

素材,材 料を交換す る

教 え合 う

・作品の よい点を取 り入れ る

・児童机の配置 ・素材,材 料,用 具の配置 ・展示場所の配置

認あ合う

一18一



5。 学 習の流れ(6時 間)

思いをふ くらませて表現す る支援の工夫(時 間 ・場 ・人間関係)

多

様

な

感

性

↓

多

様

な

思

い

↓

多

様

な

活

動

1
Ψ

多

様

な

自

己

実

現

子供の活動

素 材 の 中 に入 っ

て,選 ぶ。

切 った り,

提案1

みんなの力で命を与えて,生 か して ほし

い。何にな りたいの と聞いて,選 ぼ う。

教師の支援

ま るめた り して つ くる。

つ く りた い物,

つ くりたか っ

た物 を カ ー ド

に書 く。

用具の配置 と,

提 案2-一 一一 一一

っけた らいいな と思 う物を持 ってこよ う。

㊥ 中央に,素 材

を山に して置 く。

補助材料を紹介する。

㊧ 素材と触れ

合う時間を十

分に取る。

(2時 間) ⑳ カ ー トは,無 理 に書 かせ な い。

別 の 物 を っ

くって もいい

のか質問す る。

提案3

みんなの作品が集 まった ら遊園地みたいで楽

しいだろ う。途中でっ くりたい物が変わるか

もしれないが,最 後に何か楽 しい物 になるよ

うに しよ う。

素材を取 り換 えたり,選 んだ りす る。

前時のっづ きをっ くる。

で きた形か ら考えて,新 しい形をっ く

り始める。

他の材料を選 び,

つ け加 える。

友達の作品を見て,

入れた りして,

提案4

⑳ 子供たち一

人一人の思い

を紹介す る。

題材名を説明

す る。

⑲ 前時で使 った物やっ くった物 にっけ

加えて,イ メージが広がるか試す よう

助言す る。新たにつ くること も認め る。

⑳ 一人一人の変容

っ くって い る物 が,よ く分 るよ うに

他 の材 料 を使 って,工 夫 しよ う。

自分の作品に取 り

工夫す る。(4時 間)

も う一 っ 別 な物 を っ

くり始 め る。

提案5

で きあが った ら,

工 夫 して飾 る。

工 夫 した と ころを 見つ け る。(6時 間)

をっかみ,適 切な

言葉をかけ る。

㊥ 必要に応 じて,

他の材料を選べるよう配置す る。

⑳ 友達の発想の広が りや,面 白さに気

づかせ る。

㊧ 展示場所 を紹介す飾
ってみ よう。

る。

⑳ それぞ れの活動 や作 品 の よ さを認

め,ほ め,励 ます。

表

現

し

た

い

を

見

つ

け

る

↓

表

現

で

き

る

と

思

う

↓

決

断

し

製

作

す

る

↓

表

現

で

き

た

と

感

じ

る
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0

6.考 察

素材の スクラップスtン ジは,今 回,同 じ形同 じ色の物が比較的 多か ったので,あ らか

じめ切断 し形を変えて,子 供の思いが膨 らむことを期待 した。素材の量と場所 を確保 して,

素材 との出合いとかかわ りを大切に したので,子 供たちの興味,意 欲が より高め られた と

思 う。硬質で も薄 い物 は,は さみで切 ることがで きたが,厚 みのあ る物 は,教 師が帯鋸 で

切断の援助をす る必要があ った。両面 テープのっいている物は,積 み重ね る,ま るめる,

他の物 をはさむ等,種 々の試みが見 られた。第二次で題材名の提案 した時,題 材名に夢 と

い う言 葉があ ったことで,第 一次でっ くっていた物に対 して互 いに幅広 い認め方がで きた

ようだ。今 までっ くって いた物をつ くり続 けた子,別 の物をつ くって組み合わせた子,全

く別の物をっ くった子,同 じ物をた くさんっ くった子等が いた。大 きい物同士の接着や,

針金,竹 ひ ごを使 った組み立てでは,す ぐ取れて しまう場合 もあ り,接 着ホ ッ トメル トを

使 って援助 した。展示場に飾 ることによ って,互 いの作品を認め合い,更 に関連作品の製

作に発展 していった。展示場所に布や網 を用意 しておいたので,子 供 たちは楽 しんで作品

を飾 っていた。帯鋸やホ ッ トメル ト等危険な用具の扱 いや展示の場面では,教 師一人で個 々

の児童の思 いに対応 しきれない面があ り,工 夫す る必要がある。 また,子 供同士が思いや

活動を認め合 うことが,表 現意欲を触発す る要素 とな っていることを感 じた。子供同士の

会話やかかわ りをみとり,授 業の中で どう生か してい くか考えていかなければな らないと

思 った。

・a
;r..Ftr 写真 ①気に入

った素材を選ぶ

OO
喫 ③
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② 題材名 「い ち ょうの枝 か ら生 まれ る生 まれ る 」5学 年(B分 科会)

1.題 材設定の理 由

いち ょうの枝(自 然木)を 使 った造形活動である。板や角材のよ うに一定の形に加工 さ

れ た ものと異 な り,自 然木 は複雑な形状 と材質 を もっている。 「いち ょうの枝か ら生 まれ

る生 まれ る………」の題材名にも示すよ うに,単 な る材料 と しての発想でな く,枝 の もつ

形か らの発想や,用 具を使い 「接 合方法」を工夫 して組み立てzい く中か らの発想 を大事

に したい。そ うすれば一人一人の思 いや表現 も,多 様に引き出せ るのではないか と考えた。

また,自 然体験の少 ない子供たちに,自 然の木への関心を深め,何 気な く見過 して いる

自然の中に,美 しい ものや興味深い もの,そ して創造 にっなが る素材がた くさんあること

に気付 かせたい。

多様 な用具にかかわ らせなが ら,切 る ・削 る ・割 る ・曲げる ・折 る ・剥 ぐ ・束ねる ・繋

く㌦ 彫 るな どの多様な操作を楽 しませたいと思い,本 題材を設定 した。

2.題 材のね らい

自然木のよ さに触れなが ら,自 分の考えを生か した作品っ くりを楽 しむ。

3,主 な材料 ・用具

いち ょうの枝 ・木工用具類 ・くぎ ・針金 ・ひ も類 ・ボ ン ド・子供が用意 した加えたい材

料

4.支 援 の工夫

子供の多様 な表現 を引 き出

しその表現を支え,そ の製作

時間を尊重する教師の支援を

三っの視点 か ら考え,

子供の表現に応 じて弾

力的に行 う。

① 子供の多様な活動

に対応で きる弾力的な

時間設定の工夫。一 ⑲

② 子供が 自由に活動

で きる場の工夫。一 ㊧

sO

・教師の共感 と励 ましの言葉がけ

⑳ ・個々の変容を とらえ る(題 名カー ド)

・子供相互の認めあい(鑑 賞カー ド)

.材料との+分 一 ■

⑬L墜 竺L郷 嬰
・個 々 の

製作時間に対応できる時

間の設定

・材料 との

触れあい

・製作の協

安心 して試 しなが らっ くることなどがで きる

雰囲気や人とのかかわ り合いを豊かにす る工夫.

㊧

・用具置き場製作の

場 ・展示場の設定

の工夫

こん
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5.学 習 の流 れ(6～8時 間)

多様な表現 を引 き出す支援の工夫(時 間 ・場 ・人間関係)

第一次

2時 間

第二次

3～5

時間

第三次

1時 間

子 供 の 活 動

(表 現 への 思 い を もっ)

・い ち ょうの木 と触 れ 合 いなが ら,っ く

りた い もの を考 え る。

(創造的な表現活動)

・ 「自分の思 いを大切に して,創 造的 に

つ くる。」 というめあてを,子 供 自身

の言葉で理解する。

・自然木の もっよさを生 か しなが ら作品

づ くりを楽 しむ。

・枝 と枝の接合方法を工夫 した り,他 の

材料 を加えたり しなが ら,さ らに表現

を深め る。

(互 いの よさを認め合 う)

・班の友だ ちの作品を鑑賞 し,そ のよ さ

を認 め合 う。

・作品にあ った展示場所,方 法の工夫を

す る。

・作品の完成の喜びを味わい,次 の製作

への新たな意欲を もっ。

教 師 の 支 援

⑬ 素材 と自由に触れ合 う時間を十分に

取 り,多 様な感覚を刺激 しなが らっ く

りたいことが はっきり自覚 されてい く

ようにす る。

⑳ めあてを分か りやす く,子 供たち自

分の言葉でっかませ るよ うにす る。

㊥ 教室の中に製作す る場 ・用具置 き場

をつ くり,子 供一人一人が必要な もの

を選んで主体的に製作に関わ って いく

場の設定をする。

⑳ 活動終末時 に子供が記録 したr題 名

カー ド」をみて,一 人一人の変容 をっ

かみ,適 切な言葉がけをす る。

④ 「鑑賞カー ド」を用意 し,子 供が互

いにそのよさを認あ合い,高 あ合え る

よ うにする。

㊨ 子供の作品への思 いを大切に し,展

示後 も,補 充の製作を認あ,励 ます。
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6考 察

「多様 な表現 を引 き出す」要素が,そ の題材 にどれだけ準備 されて いるかが大切 な点で

あ る。この題材では,① 自然木の もつ材質 ・形 ・色の多様性 ②多様な用具の使用 ③ 個 々

の子供の製作 に合わせた弾力的な時間設定 ④多様 な用具 製作の場の主体的な選択 ⑤

個 々の子供の多様 な変容を とらえ る手 だて(題 名カー ド)⑥ 多様 なよさに共感す る手だ

て(鑑 賞カー ド)⑦ 展示場の用意 等の準備を した。

導入時の,い ちょうの木を提示 された子供たちは,「 これか ら何がつ くりたい?」 とい

う問いかけに,男 子 は弓,女 子 は小物掛け という題 名が圧倒的に多か った。その後,木 と

触れ合 う時間を十分 に与 え,「 自分の思いを大切に して,創 造的にっ くる」 とい うめあて

を,子 供 自身の言葉でっかませるように したところ,自 然木の もっよ さを生か しなが ら作

品づ くりを楽 しむよ うになってきた。活動終末時には題名カー ドを配 り,子 供の思いの変

容やつ まづ き等を知 り個 々に対応 した適切 な支援 をす ることがで きた。木 と木の接 合方法

や,葉 や他の自然素材 との接着方法,木 を 自分の使 いたい寸法に切 ることな ど,個 々の製

作手順 に合わせて,材 料 ・用具 も子供自身が選び,使 いやすいよ うに準備 した。 また,机

の配置を工夫 し製作 の場 を用意 した結果,子 供 は 自由に多様 な活動 を展開 した。で きあ

が った作品を空間に吊 したり台の上に置いた りで きるよ うな場 を用意 して,友 だちの作品

を鑑賞で きるように した ところ,そ れに影響を受け,発 想 を広げたり転換 した りす る様子

も見 られた。

今後の課題 と して は,子 供同士がお互いに高め合い,安 心 して試 しなが らっ くるなどが

で きる雰囲気 をっ くりだす支援の あり方を研究す る必要があると思われる。 また,用 具等

を子供が選んで使用す るということで,安 全面か らもT・T方 式 の研究が必要 にな って く

るであろう。

自
然
木

の
形
状
か
ら
発
想
し
た
作
品

↑

「
ひ
げ

の
長
い
り

ゅ
う
」

噛隔 噺 ・'
、.卿

↑木の葉のっ いた枝を うまく使 って表現 した作品

「火の鳥 」
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究 の ま とめ

0子 供の内面への刺激か ら感性を十分に働かせ る題材設定の工夫 によ り,一 人一人の多様

な感覚を通 して物の性質に深 くかかわ ることで,造 形的な イメー ジが広が り多様な表現へ

と結びっいてい った。

0表 現の可能性が幅広 い題材を提案す ることにより,子 供が 自ら主題や素材,表 現の内容

や方法を選択 し,自 分な りの表現を楽 しみなが ら思いを深あてい くことがで きた。

0素 材 との出会 いの場を工夫 し,活 動の自由性 を尊重す ることにより,子 供が新たな発見

や体験をす ることがで き,自 らの表現に広が りや深ま りを もつ ことがで きた。

O素 材に触れ るなどのかかわ りを深め る時間を確保す ることや,子 供の考えで安心 して表

現活動を進め られ る時間を十分尊重す ることによ り多様な試みや表現を引 き出すことがで

きた。

0表 現活動の過程 に応 じた場の工夫をすることにより,表 現の具体的 な手がか りがつかめ,

自分の思いを生か した表現をす ることがで きた。

0子 供の発言を生か しなが ら問 いかけをす ることによ り,表 現す る意識が深 まって いき,

自 らの よさに気付 き,楽 しい ものがで きたとい う満足感を味 わ うことがで きた。また友達

とのかかわ り合いの中で互いに触発され,意 欲的に造形活動 を行 うよ うになった。

2今 後 の課題

O多 様な表現を引き出す ための題材を工夫す るためには,教 師 は一人一人の子供の感性 を

大切にす ると共に,そ の小 さな表れを見逃 さぬよ うに子供に寄 り添い,共 感 しなが ら子供

の 自由な活動を温か く見守る ことが大切で あり,必 要なことで ある。

○ 一人一人の子供の多様 な表現 には十分適切な対応がで きないところがあ った。十分な時

間の尊重,用 具の安全指導,そ して一人一 人の子供をみとってい くには学級担任 との連携

が大切であ り,T・T方 式な ど教師の協力的な教授方法を取 り入れてい くこと も必要であ

る。

今回の研究では直観的で渾沌 とした子供の内面の世界にあ る思 いを生か し多様 な造形表現

を引き出す 「題材」の工夫 と,子 供の創造的で多様な造形活動を導 き出 して いく教師の 「支

援 」の在 り方の追究がな された。二つの分科会 における取 り組みを相互関連 させ深めてい く

ことで子供一人一人の夢や希望をのせた多様な造形表現が実現することが分 った。今後 も子

供の思いをみ とり,そ のよさを生か して いける授 業づ くりを追究 したい。
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